
消防機関

民泊に係る消防用設備等の基準に関する
適用除外条件の明確化

（平成28年5月16日 消防庁通知 消防予第163号）

消防用設備等の基準の適用除外に
該当するかの判断が円滑になる

誘導灯の設置免除条件や、既存の消防
用設備等で対応可能な条件等を例示す
ることで、消防用設備等の設置基準の
適用除外に関する条件を明確化

共同住宅の一部を民泊に活用する場合
、消防用設備等の基準の適用除外につ
いては、消防機関が、個別に防火対象
物の位置、構造又は設備の状況から

判断して運用

特例措置前

特例措置

効 果

規制改革の内容 規制改革の概要

共同住宅の
一部で民泊

申請

誘導灯などの
設置は必要？

被害を最小限度に止める
ことができるか？ など

個別に判断

例示により明確化！

申請

消防用設備等の設置基準の
適用除外条件を例示し、明確化

適用除外の
条件を例示

①・・・・・
②・・・・・
③・・・・・

④・・・・・
誘導灯などの設置の必要性についての

判断基準がわかりやすくなった


